
Copyright©2020 Kansai University.All Rights Reserved.

マスタ タイトルの書式設定

Copyright©2022 Kansai University.All Rights Reserved.

報告資料

2022年度春学期の遠隔授業に関する
教員向けアンケート

（ダイジェスト版）

教学IRプロジェクト

2022年11月



Copyright©2020 Kansai University.All Rights Reserved.Copyright©2020 Kansai University.All Rights Reserved.

2

Copyright©2022 Kansai University.All Rights Reserved.

調査の概要

１ 調査期間 ： 2022年９月21日（水）～10月16日（日）

２ 調査対象 ： 専任教員および非常勤講師のうち、
2022年度に遠隔授業を担当した者
334人（専任：205人、非常勤129人）

３ 調査方法 ： インターネットを活用したアンケート調査（無記名）

４ 有効回答 ： 159件

５ 回 答 率 ： 47.6％（専任教員回答率71.7％、非常勤講師回答率8.53％）

６ 回答属性 ：

24

14 14

25

16

3

14

3

13 13

1
3

1 2
0 1 0 0

11

0

5

10

15

20

25

30

1
.法

学
部

2
.文

学
部

3
.経

済
学

部

4
.商

学
部

5
.社

会
学

部

6
.政

策
創

造
学

部

7
.外

国
語

学
部

8
.人

間
健

康
学

部

9
.総

合
情

報
学

部

1
0
.社

会
安

全
学

部

1
1
.シ

ス
テ

ム
理

工
…

1
2
.環

境
都

市
工

学
部

1
3
.化

学
生

命
工

学
部

1
4
.教

育
推

進
部

1
5
.国

際
部

1
6
.心

理
学

研
究

科

1
7
.法

務
研

究
科

1
8
.会

計
研

究
科

1
9
.非

常
勤

講
師

１ 所属学部・研究科（非常勤含む）
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Ⅰ 担当者の科目属性や授業種別など
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Ⅰ 担当者の科目属性や授業種別など
※いずれも複数選択
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1.共通教養科目

2.外国語科目

3.専門教育科目

4.教職科目

5.大学院科目

Q2 担当された遠隔授業の授業分類
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1.講義

2.外国語科目

3.演習

4.実験・実習・製図

その他

Q3 担当された遠隔授業の授業種別
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1.学部・研究科が遠隔授業（オンデマンド配信型）を指定したため

2.新型コロナウイルス感染症感染拡大予防（履修者が 250 名超）のため

3.教員側の配慮申請のため

その他

Q4 遠隔授業を実施した理由（経緯）
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Ⅱ 2022春学期の遠隔授業について
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コロナ禍以前の対面授業と比べた活動の変化

• 「5.双方向的な学びに対する意欲・積極性」を除き、いずれの項目にお
いてコロナ禍以前からの「変化なし」「良くなった」の割合は６割超と
なった
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1.授業内容に関する理解度

2.提出物（ミニッツペーパーやレポート等）の質

3.授業全体に対する意欲・積極性

4.授業外で行う課題に対する意欲・積極性

5.双方向的な学び（グループワークやディスカッション等）に対する意欲・積極

性

6.試験結果・成績

コロナ禍以前の対面授業と比べた活動の変化

3.悪くなった 4.分からない／実施していない 2.変化なし 1.良くなった matome

Q5 コロナ禍で実施している遠隔授業（オンデマンド配信型）は、コロナ禍以前に実施していた対面授業（同一科目）と比べて、どのように
変化したとお感じですか。以下の項目それぞれについてお答えください。

太字は「１．よくなった」「２．変化なし」の合計
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遠隔授業における活動の頻度

• 「６.定期的な課題の提示」「８.質問に対するフィードバック」は９割超
となったが、「１.学生同士のディスカッション」「２.学生によるプレゼ
ンテーションの機会」は２割弱となり、項目による差異がある

Q6 2022年度春学期に担当した遠隔授業（オンデマンド配信型）において、以下にあげる項目をどの程度実施されましたか。

太字は「１．よく行っていた」「２．ある程度行っていた」の合計
太字は「３．あまり行っていなかった」「４．行っていなかった」の合計
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1.学生同士のディスカッションの機会

2.学生によるプレゼンテーションの機会

3.学生自身の課題設定に基づく探究学習

4.学生自身が学習をふりかえる機会

5.授業中の問いかけ

6.定期的な課題の提示

7.ふりかえりや課題に対するフィードバック

8.質問に対するフィードバック

9.オンラインやICTツールを活用した学習

10.理解度や学習状況を確認する機会

遠隔授業における活動の頻度

3.あまり行っていなかった 4.行っていなかった 2.ある程度行っていた 1.よく行っていた
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平均的な１回の講義動画の時間

• 回答者の平均時間は、66.94分となった
• 最頻値は、51～60分となり、次いで、81～90分、71～80分となり、１

回あたり約60分以上の動画による講義が多くなった
Q7 2022年度春学期に担当した遠隔授業（オンデマンド配信型）において、平均的な1回の講義動画の時間（複数の動画を組み合わせた構成
の場合は合計）は何分程度でしたか。
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講義動画における取組内容

• 「5.関大LMSなどを通じて双方向性ある活動」を除き、いずれの項目に
おいて「１.よく行っていた」「２.ある程度行っていた」の割合は約７割
超となった

Q8 Q7で回答した講義動画について、以下の取組をどの程度行っていましたか。

太字は「１．よく行っていた」「２．ある程度行っていた」の合計
太字は「３．あまり行っていなかった」「４．行っていなかった」の合計
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1.前回の復習（ふりかえり）

2.演習課題、問い、確認テストの提示

3.演習課題、問い、確認テストに対するフィードバック

4.学生からの質問に対する回答

5. 関大LMSなどを通じての双方向性のある活動

6.課題や授業外学習についての指示

講義動画における取組内容

3.あまり行っていなかった 4.行っていなかった mai 2.ある程度行っていた 1.よく行っていた pura
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Ⅲ 自由記述による回答について
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Q９ 遠隔授業における実践例（自由記述）

 ペンタブレットを用いた、ライブ感のある配信動画
 学生と対面で接することができないので、フィードバックに力を入

れている。毎週の動画提出やライティングなどのアウトプット活動
の課題に細かくフィードバックをしているので、対面授業よりは細
やかな対応ができた

 オンデマンド授業動画については、YOUTUBEなどを参考に、テ
ロップと音をつけて、重要なところを表示した

 授業動画を一時停止し、教科書の指定範囲を読む時間を設けたり、
教科書には載せていない内容を動画で補足説明したりすることで、
活動に変化を加えようとしている

 任意回答としている授業の振り返りや質問と、それに対する教員か
らのコメントをワードにまとめ、翌週の授業で公開している

 毎回小テストに相当する質問を課し、答えを関大LMSでアップロー
ドしてもらった。時には、自分の考えを問うたり、自由な記述を求
めたりした。自由記述での疑問に対して授業でコメントを返したり
して、双方向性を高めるようにしていた

• 106件の回答があった（主に関大LMSをもとにした工夫が目立った）
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Q10 良いと思う点や難しいと感じる点（自由記述）

 課題の管理は楽になった

 ゲストスピーカーなど、柔軟に授業が行えた

 大人数の授業よりも、全般的に授業に対する取り組み意欲は向上し
たと感じる

 電車通勤、教室移動などのせわしさがないため、その分じっくりと
授業に取り組むことができる

 学生の反応がわからない

 直前に見る学生、見ない学生

 見た見てないにより理解度に差が生じる

 オンデマンド授業で双方向性の確保は難しい

 学生同士の意見交換や交流の機会が難しい

 掲示板を設定したが、利用者はほとんどなかった

 フィードバックに時間はかかるが、学生のモチベーションを上げる
には効果的

• 108件の回答があった（現在、詳細を分析中のため、以下主な意見を抜粋）


